
「
パ
イ
プ
の
け
む
り
」
を
中
国
語
に

北
京
に
行
け
ば
必
ず
連
絡
を
と
る
友
人
の

李リ
ィ

建
ジ
エ
ン

華ホ
ア

・
楊ヤ

ン

晶ジ
ン

夫
妻
の
横
顔
を
紹
介
す
る

の
に
、
日
中
か
ら
二
人
の
文
人
に
ご
登
場
を

願
お
う
と
思
う
。

ま
ず
は
日
中
文
化
交
流
に
大
き
な
足
跡
を

残
さ
れ
た
音
楽
家
の
團
伊
玖
磨
さ
ん
。
１
９

６
６
年
以
来
、
60
回
以
上
の
中
国
訪
問
を
重

ね
ら
れ
た
が
、
２
０
０
１
年
５
月
、
旅
先
の
蘇

州
で
急
逝
さ
れ
た
の
は
記
憶
に
ま
だ
新
し
い
。

李
・
楊
夫
妻
は
團
さ
ん
に
と
っ
て
も
「
良

き
友
」
で
あ
っ
た
。
團
さ
ん
が
自
作
オ
ペ
ラ

「
夕
鶴
」
を
携
え
訪
中
し
た
79
年
５
月
、
通

訳
と
し
て
１
カ
月
間
、
北
京
、
天
津
、
上
海

の
公
演
に
同
行
し
た
の
が
楊
晶
さ
ん
。
同
じ

年
の
暮
れ
、
古
代
楽
器
「
編
鐘
」
を
見
た
い

と
い
う
團
さ
ん
に
つ
き
合
っ
て
湖
北
省
を
訪

ね
た
の
は
李
建
華
さ
ん
だ
っ
た
。

「
身
近
に
接
し
て
先
生
の
お
人
柄
に
ひ
か
れ

た
」
と
い
う
幸
せ
な
出
会
い
か
ら
始
ま
っ
た

20
年
を
超
え
る
交
流
は
、
あ
ま
り
に
も
唐
突

に
ピ
リ
オ
ド
が
打
た
れ
た
の
で
あ
る
。

そ
の
深
い
悲
し
み
を
超
え
、
去
年
５
月
に

２
人
が
翻
訳
出
版
し
た
の
が
『
煙

イ
エ
ン

斗ド
ウ

随ス
イ

筆ビ
ィ

』

（
北
京
・
国
際
文
化
出
版
公
司
）
だ
。
煙
斗
と

は
パ
イ
プ
の
こ
と
。
そ
う
、
團
さ
ん
の
名
随

筆
集
「
パ
イ
プ
の
け
む
り
」
の
中
国
語
版
だ
。

『
ア
サ
ヒ
グ
ラ
フ
』
で
64
年
に
始
ま
っ
た
連
載

は
同
誌
が
休
刊
し
た
２
０
０
０
年
ま
で
１
８

４
２
回
も
続
い
た
。

「
私
た
ち
で
翻
訳
さ
せ
て
も
ら
う
こ
と
に
な

り
珠
玉
の
１
０
０
編
を
選
び
出
す
た
め
、
先

生
が
亡
く
な
る
８
カ
月
前
に
訪
中
さ
れ
た
際

も
、
原
著
に
目
を
通
さ
れ
て
選
ん
で
下
さ
っ

た
ん
で
す
。
で
も
、
そ
れ
が
最
後
に
な
る
と
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日
中
の
名
エ
ッ
セ
イ
を
翻
訳
出
版

◆
―
―
―

李
建
華
・
楊
晶
夫
妻

日
中
交
流
史
を

彩
る
人
た
ち

加か

藤と

う

千ち

洋ひ

ろ

朝
日
新
聞
編
集
委
員

かとう ひちろ●東京外国語大学卒業。
1972年朝日新聞社入社。80年中
国・遼寧大学に留学。80年代半ば、
90年代後半、北京特派員として約7
年間を現地で過ごす。アジア総局長、
中国総局長、外報部長などを歴任。
2004年4月より「報道ステーション」
（テレビ朝日系）のコメンテーター。
主な著書に『胡同の記憶』『北京＆東
京』『加藤千洋の中国食紀行』など。
一連の中国報道でボーン上田記念国
際記者賞、朝日新聞連載『テロリス
トの軌跡』の企画で新聞協会賞受賞

日
本
と
中
国
の
歴
史
を
遡
っ
て
い
く
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
活
躍

し
た
交
流
の
担
い
手
が
見
え
て
き
ま
す
。
今
回
の
特
集
で
は
、
意
外

な
分
野
で
そ
れ
ぞ
れ
の
交
流
に
関
わ
っ
て
き
た
人
た
ち
の
存
在
に
ス

ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
を
当
て
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
６
名
の
筆
者
の
方
々

に
は
、
そ
う
し
た
「
日
中
交
流
史
を
彩
る
人
た
ち
」
と
筆
者
自
身
と

の
関
わ
り
も
含
め
て
ご
執
筆
い
た
だ
き
ま
し
た
。

（
編
集
部
）

1

巻
頭
エ
ッ
セ
イ
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は
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」

こ
う
思
い
出
を
語
る
楊
晶
さ
ん

は
中
国
で
有
数
の
日
本
語
同
時
通
訳

者
と
し
て
も
知
ら
れ
、
１
年
に
四
十
数
回
、

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
や
会
議
の
場
で
日
中
の
パ
イ

プ
役
を
果
た
し
て
い
る
。

長
春
外
国
語
学
校
で
日
本
語
を
学
ぶ

２
人
が
な
ぜ
日
本
語
に
堪
能
な
の
か
を
説

明
せ
ね
ば
な
る
ま
い
。
李
さ
ん
は
54
年
３
月
、

楊
さ
ん
は
55
年
10
月
の
長

チ
ャ
ン

春
チ
ュ
ン

の
生
ま
れ
。
と

も
に
１
日
数
時
間
の
日
本
語
授
業
が
あ
っ
た

長
春
外
国
語
学
校
の
小
学
部
に
学
ん
だ
。
中

国
の
外
国
語
学
校
は
60
年
代
初
め
に
周

ヂ
ョ
ウ

恩エ
ン

来ラ
イ

総
理
の
指
示
で
全
国
に
７
校
つ
く
ら
れ
、
北

京
は
英
語
と
ア
ラ
ビ
ア
語
、
長
春

は
日
本
語
と
ロ
シ
ア
語
と
い
う
よ
う

に
、
専
攻
が
振
り
分
け
ら
れ
た
と

い
う
。

66
年
に
始
ま
っ
た
文
化
大
革
命

で
正
規
の
授
業
は
中
断
す
る
が
、

長
春
外
国
語
学
校
の
高
校
課
程
は

70
年
に
は
復
活
す
る
。
お
そ

ら
く
成
績
優
秀
だ

っ
た
18
歳
の
李

さ
ん
と
16
歳

の
楊
さ
ん
も

復
学
を
果
た

し
た
。
こ
の

授
業
再
開
も
文

革
後
の
外
交
を
に

ら
ん
だ
周
恩
来
総
理
の
指

示
だ
っ
た
よ
う
だ
。

２
人
は
72
年
に
は
北
京
第
二
外
国
語
学
院

に
入
学
し
、
ま
も
な
く
同
じ
ク
ラ
ス
に
な
り
、

日
本
語
を
い
っ
し
ょ
に
学
ん
だ
。
75
年
の
卒

業
と
同
時
に
中
国
共
産
党
の
対
外
窓
口
で
あ

る
対
外
連
絡
部
に
配
属
さ
れ
た
。
国
家
の
必

要
が
優
先
さ
れ
る
時
代
で
、
二
人
は
「
党
官

僚
」
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

李
さ
ん
は
対
外
連
絡
部
の
派
遣
で
広
島
大

学
に
留
学
（
81
〜
83
年
）
し
た
し
、
東
京
の

大
使
館
勤
務
（
87
〜
89
年
）
も
経
験
し
た
。

そ
の
当
時
、
楊
さ
ん
も
来
日
し
て
東
大
大
学

院
で
日
本
史
を
研
究
。
こ
う
し
た
経
歴
で
２

人
の
日
本
語
と
日
本
理
解
が
一
層
深
ま
っ
た

の
は
当
然
で
あ
ろ
う
。

中
国
作
家
の
エ
ッ
セ
イ
を
日
本
語
に

さ
て
、
こ
こ
ら
で
も
う
１
人
、
中
国
方
の

文
人
に
も
登
場
願
お
う
。
上
海
の
芸
術
系
の

名
門
、
上
海
演
劇
学
院
の
学
長
職
を
な
げ
う

ち
、
自
由
な
立
場
で
の
創
作
活
動
に
入
っ
た

中
国
当
代
の
人
気
作
家
、
余ユ

ィ

秋チ
ウ

雨ユ
ィ

さ
ん
。
１

９
４
６
年
、
浙

ヂ
ョ
ァ

江
ジ
ア
ン

省
の
生
ま
れ
だ
。

ミ
レ
ニ
ア
ム
到
来
が
騒
が
れ
た
99
年
末
、

私
は
ニ
ュ
ー
デ
リ
ー
滞
在
中
の
余
秋
雨
さ
ん

に
中
国
文
明
と
世
界
の
諸
文
明
の
比
較
に
つ

い
て
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
試
み
た
。
当
時
、
彼

は
香
港
の
テ
レ
ビ
局
の
企
画
で
ロ
ー
マ
、
ア

テ
ネ
か
ら
北
京
ま
で
を
ジ
ー
プ
で
走
破
す
る

と
い
う
壮
大
な「
文
明
の
旅
」
の
途
上
だ
っ
た
。

そ
の
取
材
結
果
は
２
０
０
０
年
新
春
の
朝

日
新
聞
紙
面
（
１
月
６
日
朝
刊
「
新
世
紀
を
語

る
」）
に
掲
載
さ
れ
た
の
だ
が
、
い
ま
で
も
印

象
的
だ
っ
た
彼
の
指
摘
は
例
え
ば
次
の
よ
う

な
も
の
だ
。

「
イ
ス
ラ
エ
ル
、
イ
ラ
ク
、
イ
ラ
ン
、
パ
キ

ス
タ
ン
、
イ
ン
ド
と
古
代
文
明
の
地
の
旅
を

9

↑李建華氏（丸写真）が夫人の楊晶さんと
いっしょに翻訳出版した『煙斗随筆』。團
伊玖磨氏の名エッセイ「パイプのけむり」
から100編を選んで編んだもの

写真提供：筆者（以下も同じ）
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続
け
て
来
て
、
実
は
そ
の
道
が
『
核
ロ
ー
ド
』

で
あ
る
こ
と
に
気
づ
き
、
が
く
然
と
し
た
の

で
す
」

こ
の
紙
面
企
画
は
世
界
の
代
表
的
知
識
人

に
「
文
明
の
共
生
は
可
能
か
」
と
い
う
テ
ー

マ
で
存
分
に
語
っ
て
も
ら
お
う
と
の
狙
い
だ

っ
た
。
中
国
を
担
当
す
る
こ
と
に
な
っ
た
私

が
、
さ
て
誰
に
し
よ
う
か
と
悩
ん
だ
末
に
相

談
し
た
の
が
李
さ
ん
と
楊
さ
ん
だ
っ
た
。「
余

秋
雨
は
い
い
人
選
だ
。
彼
な
ら
独
自
の
目
が

あ
る
し
、
自
分
の
考
え
を
語
れ
る
か
ら
」
と

２
人
に
背
中
を
押
さ
れ
、
私
は
イ
ン
ド
へ
向

か
っ
た
。

当
時
、
夫
妻
は
役
人
生
活
に
ピ
リ
オ
ド
を

打
ち
、
李
さ
ん
は
王ワ

ン

府フ
ゥ

井ジ
ン

の
ビ
ル
に
事
務
所

を
構
え
、
日
中
間
の
さ
ま
ざ
ま
な
交
流
の
橋

渡
し
を
す
る
「
北
京
東
方
之
星
」
と
い
う
会

社
を
設
立
。
楊
さ
ん
は
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
で
通

訳
と
翻
訳
活
動
に
力
を
入
れ
て
い
た
。

そ
の
彼
女
の
最
新
作
が
05
年
11
月
、
日
本

で
出
版
さ
れ
た
。
余
秋
雨
さ
ん
の
散
文
集

『
文
化
苦
旅
』（
東
京
・
阿
部
出
版
）
だ
。
中

国
語
の
原
著
を
今
度
は
楊
さ
ん
が
日
本
語
訳

し
た
の
だ
。
大
し
た
も
の
だ
。

余
秋
雨
作
品
は
中
国
大
陸
だ
け
で
な
く
台

湾
や
香
港
、
東
南
ア
ジ
ア
の
華
人
文
化
圏
で

広
範
な
読
者
を
得
て
い
る
。
楊
さ
ん
は
99
年

の
余
さ
ん
の
「
文
明
の
旅
」
の
報
告
記
『
千
年

一
嘆
』（
阿
部
出
版
）
も
共
訳
出
版
し
て
い
る
。

夫
妻
は
中
国
の
人
気
作
家
の
存
在
を
日
本

に
知
ら
し
め
る
パ
イ
オ
ニ
ア
的
な
仕
事
に
挑

戦
す
る
一
方
、「
日
本
の
随
筆
文
学
の
傑
作
」

（a

井
喬
さ
ん
の
評
）
の
「
パ
イ
プ
の
け
む
り
」

を
、
ぜ
ひ
中
国
の
読
者
に
読
ん
で
も
ら
お
う

と
願
っ
て
い
る
の
だ
。

と
こ
ろ
で
日
中
２
人
の
名
散
文
家
は
20
年

ほ
ど
前
、
上
海
の
下
町
の
と
あ
る
料
理
店
で

一
度
だ
け
対
面
し
て
い
る
。
そ
の
と
き
の
思

い
出
を
余
秋
雨
さ
ん
は
中
国
語
版
『
パ
イ
プ

の
け
む
り
』
の
序
文
に
寄
せ
た
。a

右から李建華氏、余
秋雨氏、筆者、楊晶
さん。2002年夏、北
京の日本料理店で

中国の人気作家、余秋雨氏。筆者は、香港のテレビ局が企画した「文明の旅」の途上だった
余秋雨氏にニューデリーで会い、インタビューを行なった


